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英
賀
は
姫
路
市
飾
磨
区
に
存
在
し
て
い
る
。
御
堂
と
は

そ
の
地
に
あ
っ
た
仏
堂
の
尊
称
で
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
地

に
一
向
宗
の
拠
点
が
あ
り
、交
易
都
市
と
し
て
栄
え
た
が
、

そ
の
痕
跡
は
既
に
な
い
。

英
賀
門
徒
に
先
祖
を
も
つ
歴
史
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
は

「
播
磨
灘
物
語
」
で
こ
の
幻
の
都
市
を
紹
介
し
た
。
近
年
、

五
木
寛
之
が
「
百
寺
巡
礼
」
の
な
か
で
、
中
世
の
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
に
相
当
す
る
自
治
都
市
が
日
本
に
も
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
感
慨
深
く
語
っ
て
い
る
。「
英
賀
御
堂
」
は
歴
史

的
ロ
マ
ン
を
呼
び
起
こ
す
格
好
の
題
材
に
違
い
な
い
。

　
実
際
、
姫
路
市
内
に
は
東
西
本
願
寺
系
の
寺
院
が
百
五

十
ケ
寺
も
存
在
し
、
地
元
住
民
は
そ
の
過
半
が
門
徒
で
あ

る
。
こ
の
突
出
し
た
宗
教
地
勢
が
、
か
つ
て
の
寺
内
町
英

賀
の
存
在
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
英
賀

時
代
の
什
物
を
所
蔵
し
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
間
違
い
な
く

「
英
賀
御
堂
」に
も
つ
寺
院
が
今
も
姫
路
市
亀
山
に
存
在
し

て
い
る
。 英

賀
御
堂
と

英
賀
御
堂
と

英
賀
御
堂
と

英
賀
御
堂
と

英
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御
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仁

　
こ
こ
で
は
、
近
年
発
掘
さ
れ
た
資
料
や
海
民
の
研
究
成
果

を
踏
ま
え
、
歴
史
ロ
マ
ン
の
幻
想
に
浮
か
ぶ
「
英
賀
御
堂
」
の

顛
末
を
い
ま
ま
で
の
語
り
部
と
は
多
少
異
な
る
視
点
か
ら
読

み
解
い
て
み
よ
う
。

蓮
如
教
団
の
西
国
へ
の
進
展
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ま
ず
、本
願
寺
の
西
国
へ
の
進
展
を
見
直
し
て
お
こ
う
。
一

四
七
五
年
、
蓮
如
が
吉
崎
を
退
去
し
、
河
内
出
口
・
摂
津
富
田

を
中
心
に
布
教
伝
道
を
始
め
た
こ
ろ
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
こ

ろ
か
ら
近
畿
各
所
に
一
向
衆
の
寺
内
町
が
建
設
さ
れ
、
蓮
如

の
真
宗
再
興
へ
の
熱
い
お
も
い
は
各
地
の
多
様
な
一
向
衆
に

決
定
的
な
方
向
を
与
え
始
め
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

一
四
八
一
年
、仏
光
寺
・
経
豪
が
蓮
如
の
腹
心
の
協
力
者
と
し

て
本
願
寺
に
帰
参
し
、
興
正
寺
（
仏
光
寺
の
旧
名
）・
蓮
教
を

名
乗
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
、
興
正
寺
系
の
教
線
は
大

和
・
紀
伊
・
摂
津
を
は
じ
め
、
中
四
国
・
九
州
各
地
に
先
行
し

て
お
り
、こ
の
教
線
の
上
に
本
願
寺
へ
の
積
極
的
な
系
列
化
が

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

興
正
寺
系
の
寺
院
・
僧
侶
に
よ
る
西
へ
の
進
展
の
な
か
で
、

蓮
如
は
、本
願
寺
の
西
国
方
面
の
拠
点
と
し
て
播
州
英
賀
の
重

要
性
を
見
抜
い
た
。
一
四
九
〇
年
ご
ろ
に
、
御
堂
衆
の
一
人
、

下
間
空
善
（
法
専
坊
釋
空
善
）
に
英
賀
開
教
を
命
じ
た
。
中
世

の
御
堂
衆
と
は
、
寺
持
ち
と
し
て
自
立
せ
ず
、
常
に
宗
主
に
近

侍
し
宗
主
の
手
足
と
な
っ
て
働
く
、い
わ
ば
蓮
如
の
影
武
者
の

よ
う
な
僧
で
あ
る
。
従
っ
て
、
宗
門
内
で
の
御
堂
衆
の
発
言
・

行
為
は
蓮
如
の
も
と
見
な
さ
れ
る
ほ
ど
影
響
力
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
。
蓮
如
に
は
四
人
の
御
堂
衆
が
い
た
と
さ
れ
る
が
、
そ

の
新
進
気
鋭
の
若
手
筆
頭
が
播
磨
の
出
身
と
も
言
わ
れ
る
空
善

で
あ
っ
た
。

『
空
善
聞
書
』
に
蓮
如
の
母
捜
し
の
話
が
あ
る
。
こ
の
話
は

空
善
記
九
九
条
の
「
明
応
七
年
夏
よ
り
云
々
」
と
云
う
記
事

の
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
四
九
八
年
ご
ろ
と
推
察
さ

れ
る
。
こ
の
前
年
石
山
坊
が
完
成
し
て
お
り
、
全
国
的
な
興

正
寺
寺
院
の
本
願
寺
系
列
化
の
動
き
の
な
か
で
、す
で
に
西
日

本
へ
の
本
願
寺
の
進
展
を
目
指
す
拠
点
と
し
て
播
磨
の
英
賀
が

重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
蓮
如
の
母
親
探
し
は
教
団
の

西
国
進
展
の
情
勢
下
に
飛
び
出
し
た
話
で
あ
ろ
う
。こ
の
こ
と

が
英
賀
開
教
の
動
機
で
は
な
い
。
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成
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成
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成

英
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の
形
成

播
磨
国
は
、
守
護
赤
松
氏
の
支
配
に
あ
っ
た
が
、
応
仁
の
乱

以
後
、
そ
の
領
国
化
は
弱
く
、
国
人
・
国
衆
な
ど
土
豪
の
支
配

に
よ
る
割
拠
状
態
に
あ
り
、
英
賀
は
既
に
、
伊
予
河
野
氏
の
傍

系
と
さ
れ
る
三
木
氏
の
実
質
的
支
配
に
あ
っ
た
。三
木
氏
は
讃

岐
二
郡
を
も
領
有
し
て
お
り
、広
く
播
磨
灘
の
海
民
を
統
率
し

英
賀
の
海
港
を
保
持
す
る
に
至
っ
て
、周
辺
海
域
に
強
い
影
響

亀山本徳寺中宗堂安置亀山本徳寺中宗堂安置亀山本徳寺中宗堂安置亀山本徳寺中宗堂安置亀山本徳寺中宗堂安置
蓮如上人を安置した中宗堂は上人が企画した宗門
拠点、吉崎・山科・亀山（英賀）にのみ現存して
いる。石山が今にあれば、ここにも当然安置され
たはずである。これらの中宗堂（蓮如堂）は、
江戸中期頃、ほぼ同時期に建立された。
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力
を
も
っ
た
海
の
統
領
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
の
本

願
寺
門
徒
は
、
百
姓
（
農
人
）
よ
り
も
、
河
川
や
海
に
生

活
の
場
を
持
ち
、
警
護
・
交
易
・
回
船
を
専
業
と
す
る
ワ

タ
リ
と
称
す
る
流
通
・
商
工
業
者
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
か
れ
ら
を
配
下
に
お
く
三
木
氏
は
本
願
寺

と
馴
染
み
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
信
仰
を

別
に
し
て
も
、
自
ら
本
願
寺
の
門
徒
と
な
る
こ
と
が
、
配

下
の
海
民
を
掌
握
し
、
交
易
上
の
便
宜
を
得
て
、
海
を
含

め
た
領
域
の
支
配
を
可
能
に
す
る
爲
の
必
要
な
条
件
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

英
賀
の
在
地
組
織
に
つ
い
て
は
、
名
主
的
階
級
（
例
え

ば
、
百
姓
奥
村
次
郎
エ
門
の
道
場
）
の
も
の
や
、
坊
主
等

に
よ
っ
て
道
場
（
寺
院
に
近
い
集
会
所
形
態
）
が
営
ま
れ
、

そ
の
下
に
、
講
（
例
え
ば
、
西
福
寺
の
僧
鉦
鐘
の
念
仏
講
）

が
そ
れ
ぞ
れ
自
律
的
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
六
人

の
英
賀
門
徒
代
表
、
英
賀
三
ケ
村
を
代
表
す
る
十
一
人
衆

等
の
存
在
が
あ
り
、
地
域
を
代
表
す
る
複
数
の
集
団
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
英
賀
長
衆
は
、
す
み
や
甚
兵
衛
・
御
厨
五

郎
左
衛
門
・
市
場
与
三
兵
衛
・
英
賀
徳
正
な
ど
で
、
英
賀
代
官

の
支
配
下
に
あ
っ
た
富
裕
な
交
易
業
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

在
所
組
織
と
相
ま
っ
て
、
本
願
寺
サ
イ
ド
の
組
織
と
し
て
寺

院
群
（
六
坊
・
十
住
・
四
ケ
道
場
な
ど
）
が
存
在
し
、
全
体
が

「
英
賀
御
堂
」（
英
賀
本
徳
寺
）に
法
脈
関
係
を
も
っ
て
集
約
さ

れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
代
の
門
徒
集
団
は
明
確
な
命
令
系
統
を

も
っ
た
組
織
的
統
一
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
専
ら
一
味
同
心

的
な
地
縁
的
共
同
体
が
寺
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
共

同
体
の
意
志
決
定
は
複
数
の
長
衆
の
合
議
に
は
か
ら
れ
、
阿

弥
陀
仏
信
仰
は
か
れ
ら
の
共
有
す
る
精
神
基
盤
を
担
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

「
英
賀
御
堂
」
を
は
じ
め
寺
内
町
の
町
割
り
な
ど
の
構
成
は

不
明
で
あ
る
が
、
町
数
は
四
十
八
町
で
約
六
千
人
〜
七
千
人

の
人
口
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
地
理
的
に
は
夢
前

川
の
河
口
扇
状
地
に
建
設
さ
れ
た
五
十
五
万
平
米
の
環
濠
都

市
で
、
播
磨
灘
に
面
し
た
港
湾
機
能
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。水
尾
川
と
夢
前
川
に
挟
ま
れ
、北
は
湿
地
帯
を
利
用
し

た
堀
と
土
塁
で
囲
い
、
十
箇
所
ほ
ど
の
出
入
り
口
が
設
け
ら

れ
て
い
た
。

町
中
に
は

長
衆
の
館

が
建
ち
並

び
、夢
前
川

縁
に「
英
賀

御
堂
」と
称

せ
ら
れ
た

東
向
き
の

本
堂
を
中

心
に
寺
内

寺
が
甍
を
連
ね
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
英
賀
御
堂
」
の
建
設
は
一
五
一
二
年
ご
ろ
か
ら
着
手
さ
れ

一
五
一
五
年
に
完
成
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
木
材
は
河
川
を

通
し
て
宍
粟
神
部
あ
た
り
か
ら
調
達
し
た
ら
し
い
。
英
賀
は

雑
多
な
交
易
・
商
工
業
者
の
町
で
あ
る
た
め
、
寺
内
の
大
工
、

鍛
冶
師
、
鋳
物
師
、
瓦
大
工
、
石
工
、
皮
革
業
者
な
ど
の
手
に

よ
っ
て
自
前
で
維
持
さ
れ
た
よ
う
だ
。「
英
賀
御
堂
」
の
大
き

さ
は
南
北
九
間
、東
西
七
間
と
さ
れ
て
い
る
が
、亀
山
本
徳
寺

に
現
存
す
る
英
賀
御
堂
降
棟
飾
瓦
の
大
き
さ
か
ら
推
定
し
て

妥
当
と
思
わ
れ
る
。

英
賀
の
本
願
寺
直
営
化

英
賀
の
本
願
寺
直
営
化

英
賀
の
本
願
寺
直
営
化

英
賀
の
本
願
寺
直
営
化

英
賀
の
本
願
寺
直
営
化

播
磨
の
初
期
真
宗
化
に
あ
た
っ
て
は
、
播
磨
六
坊
の
役
割

が
持
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
六
坊
に
つ
い
て
由
来
の

詳
細
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
伝
に
譲
る
と
し
て
、
開
基
以
前
は
、

こ
れ
ら
の
寺
院
群
は
興
正
寺（
旧
仏
光
寺
）系
の
教
化
の
強
い

影
響
下
に
あ
っ
た
。
経
豪
帰
参
の
影
響
で
、
こ
れ
ら
の
寺
院
・

道
場
の
本
願
寺
へ
の
系
列
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
、

六
坊
が
ほ
ぼ
同
時
期（
一
四
九
〇
年
前
後
に
集
中
）に
蓮
如
よ

り
本
尊
な
ど
を
下
附
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
。さ
ら
に
、一
向
宗
以
外
の
寺
院
と
し
て
は
天
台
宗
や
禅

宗
な
ど
に
起
源
を
持
つ
寺
院
も
前
後
し
て
本
願
寺
の
系
列
に

転
入
し
て
い
る
。こ
の
時
期
を
捕
ら
え
、蓮
如
の
意
向
を
胸
に

御
堂
衆
・
空
善
が
本
願
寺
の
直
轄
拠
点
を
造
作
す
べ
く
、送
り

込
ま
れ
て
く
る
。

空
善
の
英
賀
で
の
活
躍
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
は
な

は
だ
説
教
が
達
者
で
多
く
の
同
行
を
導
い
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。空
善
の
道
場
は
、一
四
九
〇
年
ご
ろ
当
初
人
丸
町
に
開
設

さ
れ
、
後
に
東
苅
屋
（
人
丸
町
か
ら
西
南
方
二
百
米
）
に
移
転

し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
、
摂
津
多
田
門
徒
に
属
す
る
仏
光
寺

系
の
僧
侶
・
祐
全
の
文
明
道
場
が
同
地
に
存
在
し
て
い
た
と

さ
れ
、
文
明
年
間
（
一
四
六
九-

一
四
八
六
）
に
は
仏
光
寺
系

寺内町寺内町寺内町寺内町寺内町英賀英賀英賀英賀英賀は吉崎・山科・石山に続き最後に本願寺が自主的
に開発した寺内町である。これら先行の寺内町に共通する環濠
化された自治都市であり、交易機能を備えた当時播州では屈指
の民間都市として出現した。

英賀御堂降棟飾瓦英賀御堂降棟飾瓦英賀御堂降棟飾瓦英賀御堂降棟飾瓦英賀御堂降棟飾瓦が現存しており、寄進者
名・製作年・瓦大工名が記銘されており、
破壊された寺内町の貴重な遺品となってい
る。本願寺が門跡に指定され、本徳寺が院
家となった折、御堂の修理ないし新築が行
われた可能性が高い。
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の
教
線
が
張
ら
れ
て
お
り
、当
時
の
本
願
寺
系
と
仏
光
寺

系
の
微
妙
な
関
係
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。し
か
る
に
一

四
八
一
年
の
仏
光
寺
・
経
豪
の
帰
参
は
英
賀
に
も
強
い
影

響
を
及
ぼ
し
、
本
願
寺
へ
の
傾
斜
は
加
速
さ
れ
、
空
善
が

英
賀
門
徒
衆
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
基
幹
と
な
る
教
義
の
上
で
は
、
後
に
、
本
徳

寺
実
円
が
『
浄
土
見
聞
集
』『
真
宗
用
意
』『
諸
神
本
懐
集
』

等
を
書
写
保
存
し
て
い
る
よ
う
に
、
存
覚
系
の
聖
教
、
つ

ま
り
仏
光
寺
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
教
義
が
在
地
門
徒

の
信
仰
の
中
核
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。近
代
の
普
遍
主
義
に

依
存
し
た
教
学
と
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し

た
い
。

空
善
の
功
労
に
よ
り
、英
賀
は
本
願
寺
教
団
の
重
要
な

拠
点
と
な
り
、備
前
の
本
願
寺
化
を
も
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
さ
ら
に
、
英
賀
か
ら
の
使
僧
は
安
芸
・
九
州
に

も
お
よ
び
、西
国
へ
の
本
願
寺
教
団
の
進
展
を
促
す
橋
頭

堡
と
し
て
、
戦
略
的
に
重
要
度
を
増
し
て
く
る
。
こ
の
旧

仏
光
寺
系
寺
院
・
坊
主
の
本
願
寺
へ
の
系
列
化
は
安
芸
、

讃
岐
に
お
い
て
も
顕
著
で
、
本
尊
下
附
な
ど
に
よ
り
、
積

極
的
に
光
明
本
尊
が
本
願
寺
の
本
尊
に
置
き
換
え
ら
れ
、

名
帳
・
絵
系
図
な
ど
は
隠
さ
れ
仏
光
寺
色
を
短
期
間
に
塗

り
替
え
て
い
っ
た
。

一
四
九
九
年
に
蓮
如
は
娑
婆
と
の
縁
を
切
る
が
、そ
の

意
向
は
実
如
に
受
け
継
が
れ
、一
五
一
五
年
に
は
本
願
寺

直
営
の
本
徳
寺
（
英
賀
御
堂
）
が
建
立
さ
れ
、
本
願
寺
か

ら
実
如
の
子
実
円
が
下
向
し
た
。
こ
の
際
、
盛
大
な
法
要

が
催
さ
れ
た
よ
う
で
、在
地
の
英
賀
長
衆
と
の
対
面
が
行

わ
れ
、
名
号
の
下
附
、
仏
供
田
の
上
納
、
下
従
の
得
度
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
当
時
、
実
円
は
三
河
・
本
宗
寺
の
住
持

職
に
あ
っ
た
た
め
本
徳
寺
と
兼
任
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

本
願
寺
の
人
事
采
配
の
複
雑
さ
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

後
に
一
門
・
一
家
衆
制
が
確
定
さ
れ
、
人
事
規
定
が
明
確
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
如
が
一
五
二
五
年
に
没

し
、
後
継
者
証
如
が
十
歳
の
幼
小
に
あ
っ
た
た
め
、
実
円
は
そ

の
後
見
役
と
し
て
、
大
半
は
本
山
詰
め
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

英
賀
に
滞
在
し
て
い
た
顕
誓
の
『
反
故
裏
書
』
か
ら
は
、
大
坂
・

山
科
と
の
往
来
が
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

実
円
入
寺
以
来
、
英
賀
は
、
吉
崎
、
山
科
、
石
山
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
本
願
寺
地
内
町
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
宿
命
付
け
ら

れ
た
。こ
の
よ
う
な
英
賀
を
拠
点
と
し
た
内
陸
部
へ
の
一
向
勢

力
の
進
展
は
、
在
来
の
既
得
権
益
を
侵
す
こ
と
に
な
り
、
当
然

旧
支
配
勢
力
と
の
軋
轢
を
生
み
出
し
た
。本
願
寺
実
如
が
守
護

赤
松
氏
に
対
し
て
播
磨
国
内
の
布
教
の
寛
容
を
取
り
付
け
る
た

め
に
名
馬
を
贈
答
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
書
写

山
僧
衆
が
「
英
賀
御
堂
」
に
押
し
寄
せ
梵
鍾
を
強
奪
、
法
隆
寺

鵤
荘
東
保
村
に
あ
る
一
向
宗
念
仏
道
場
が
荘
令
に
よ
り
検
断
、

八
正
寺
、
光
明
寺
・
華
厳
寺
の
僧
徒
や
社
家
に
よ
る
英
賀
打
ち

壊
し
が
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
危
機
を
乗
り

越
え
て
中
世
都
市
英
賀
は
、内
海
を
通
し
て
大
坂
本
願
寺
と
強

い
連
繋
を
保
ち
な
が
ら
屈
指
の
交
易
都
市
と
し
て
急
成
長
し

た
。
英
賀
以
外
に
も
那
波
、
越
坂
、
家
島
、
岩
屋
な
ど
小
規
模

な
津
や
泊
が
開
港
さ
れ
、一
向
サ
イ
ド
の
船
泊
の
少
な
い
播
磨

灘
で
、
芸
予
、
塩
飽
か
ら
大
坂
に
む
け
て
の
交
易
路
の
中
継
基

地
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
願
寺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
性
格

本
願
寺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
性
格

本
願
寺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
性
格

本
願
寺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
性
格

本
願
寺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
性
格

各
地
で
勢
力
を
顕
在
化
さ
せ
た
門
徒
集
団
は
し
ば
し
ば
一
揆

を
構
成
し
支
配
権
力
と
衝
突
し
て
き
た
。加
賀
の
よ
う
に
一
国

を
領
国
化
し
た
地
域
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
世
の
本
願
寺
は

戦
国
大
名
と
同
列
に
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、そ
れ
と
は

性
格
を
異
に
し
て
い
る
。一
つ
は
本
願
寺
の
組
織
は
複
数
の
領

国
に
点
在
し
た
非
課
税
特
権
都
市
を
交
易
要
所
に
保
持
し
、領

国
制
の
よ
う
な
一
元
的
な
租
税
制
度
は
持
っ
て
お
ら
ず
、商
業

交
易
に
お
け
る
付
加
価
値
的
利
潤
に
よ
る
経
済
を
基
礎
に
し

て
い
た
。二
つ
は
、本
願
寺
一
門
を
構
成
す
る
門
徒
は
自
参
し

た
流
通
・
商
工
業
者
が
主
な
構
成
員
で
、地
域
ご
と
の
独
自
性

と
自
立
性
を
保
持
し
て
い
た
。三
つ
に
は
、知
行
制
度
や
国
内

法
が
な
く
、
命
令
系
統
を
明
確
に
し
た
専
門
的
軍
事
部
門
を

常
備
せ
ず
、
武
力
行
動
は
専
ら
門
徒
の
臨
時
的
兵
力
に
頼
っ

て
い
た
。四
つ
に
は
、そ
の
財
源
の
確
保
は
門
徒
の
自
発
的
懇

念
に
任
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
資
本
の
集
中
と
運
用
は

仏
法
領
の
特
権
的
維
持
を
可
能
に
し
、
構
成
門
徒
の
経
済
的

行
為
の
利
便
性
に
還
元
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
近
代
資
本

主
義
経
済
の
萌
芽
す
ら
見
ら
れ
る
。

次
に
石
山
戦
争
で
躍
起
さ
れ
た
一
揆
の
性
格
を
一
考
し
て

お
き
た
い
。戦
の
前
半
は
、近
畿
を
中
心
に
琵
琶
湖
周
辺
か
ら

北
は
越
前
・
加
賀
に
お
よ
び
、東
は
近
江
を
へ
て
三
河
に
続
く

エ
リ
ア
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。一
方
、後
半
部
の
西
国
戦
線

で
は
陸
よ
り
も
瀬
戸
内
海
と
い
う
海
の
支
配
権
争
い
が
勝
敗

を
決
す
る
要
因
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
海
の
一
揆
は
証
拠
を
残
さ
な
い
海
と
い
う
性
質

上
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
英
賀
一
揆
は
海
の
一
揆
の

性
格
を
色
濃
く
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。そ
の
上
、完
全
に
解
体

さ
れ
た
た
め
、
そ
の
歴
史
的
存
在
す
ら
希
薄
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
寺
内
町
を
構
成
単
位
と
す
る
本
願
寺
全
国

ネ
ッ
ト
は
海
や
河
川
を
媒
介
し
た
相
互
交
易
機
能
に
本
質
的

な
特
徴
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
中
世
英
賀
は
、
西
国
に
張
ら
れ

た
交
易
網
の
視
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
つ

は
内
海
を
支
配
し
た
海
の
統
領
村
上
氏
。
二
つ
に
は
西
国
の

覇
者
毛
利
氏
。三
つ
に
は
石
山
本
願
寺
で
あ
る
。こ
の
三
者
は

い
ず
れ
も
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
そ
の
精
神
基
盤
と
し
て
共
有
し
、

互
い
の
連
繋
を
専
ら
海
に
も
ち
な
が
ら
機
能
し
た
集
団
で

あ
っ
た
。そ
の
同
盟
体
は
、天
下
布
武
に
よ
る
一
元
的
支
配
を

目
論
む
信
長
の
敵
対
者
と
し
て
必
然
的
に
顕
在
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
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英
賀
の
攻
防

英
賀
の
攻
防

英
賀
の
攻
防

英
賀
の
攻
防

英
賀
の
攻
防

一
五
七
〇
年
九
月
、
信
長
に
よ
る
本
願
寺
立
ち
退
き
の

要
請
を
拒
否
し
た
顕
如
は
、
諸
国
門
徒
に
蜂
起
を
指
令
、

十
年
に
わ
た
る
石
山
戦
争
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
、
顕
如

よ
り
本
徳
寺
を
と
お
し
て
三
木
通
秋
に
出
兵
の
要
請
が
あ

り
、
三
木
源
右
衛
門
専
時
以
下
分
支
家
人
二
百
余
人
、
一

向
信
徒
五
百
余
人
、
地
侍
三
百
余
人
な
ら
び
に
兵
糧
米
三

千
俵
を
以
て
参
戦
し
、
多
く
の
戦
死
者
が
出
た
。
こ
の
痛

手
は
英
賀
衆
に
と
っ
て
は
大
き
く
、
以
後
、
後
方
支
援
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
五
七
七
年
に
は
毛
利
の
軍
勢
が
上

陸
、
英
賀
の
防
衛
を
強
化
し
て
い
る
。

信
長
の
本
願
寺
ネ
ッ
ト
攻
略
は
一
進
一
退
し
つ
つ
も
、

三
河
・
越
前
・
近
江
・
伊
勢
長
島
の
陸
一
揆
を
壊
滅
さ
せ
、

本
願
寺
包
囲
網
は
徐
々
に
狭
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
五
七

六
年
以
降
、
東
方
陸
か
ら
の
援
軍
は
絶
た
れ
、
本
願
寺
は

籠
城
を
余
儀
な
く
さ
れ
、戦
局
は
も
っ
ぱ
ら
海
に
遷
っ
た
。

つ
ま
り
、
瀬
戸
内
海
の
制
海
権
の
争
奪
が
勝
敗
を
決
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
危
機
を
打
開
す
べ
く
本
願
寺
の
同
盟
・
毛
利
氏
は
、

一
五
七
六
年
七
月
に
信
長
の
水
軍
（
摂
津
・
和
泉
）
に
よ

る
包
囲
網
を
大
阪
湾
で
撃
破
し
、
本
願
寺
へ
の
物
資
の
供

給
を
成
功
さ
せ
た
。
こ
の
作
戦
行
動
に
英
賀
は
中
継
基
地

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
主
力
部

隊
は
海
の
一
向
門
徒
・
三
島
村
上
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
村
上
一
族
は
そ
の
支
配
を
芸
予
諸
島

に
置
く
自
立
性
の
高
い
海
の
統
領
で
、
毛
利
氏
が
一
向
宗

を
尊
重
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
毛
利
水
軍
の
主
力
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
。
し
か
し
、
翌
年
に
は
信
長
が
九
鬼
水

軍
に
鋼
装
船
を
新
造
さ
せ
て
、
大
坂
木
津
川
口
の
戦
い
で

毛
利
水
軍
を
大
敗
さ
せ
た
。
こ
れ
以
降
、
内
海
の
制
海
権

が
信
長
方
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
秀

吉
の
播
磨
攻
略

が
可
能
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

一
五
七
八
年
、

秀
吉
は
書
写
山
・

十
地
院
に
陣
を

張
っ
て
、
本
願

寺
・
毛
利
方
に

あ
っ
た
三
木
城
を

別
所
長
治
の
自
害

を
も
っ
て
潰
し
、

播
磨
の
一
向
宗
の

拠
点
英
賀
を
眼
下

に
と
ら
え
た
。
既
に
、
英
賀
衆
は
別
所
氏
へ
の
支
援
、
織
田

方
小
寺
氏
と
の
戦
闘
で
消
耗
し
、
一
五
七
九
年
、
顕
如
か
ら

英
賀
衆
に
届
け
ら
れ
た
檄
文
に
呼
応
で
き
る
戦
力
は
す
で
な

か
っ
た
。
英
賀
攻
略
は
一
五
八
〇
年
四
月
に
開
始
さ
れ
、
も

は
や
孤
立
状
態
に
あ
っ
た
英
賀
寺
内
町
は
、
秀
吉
の
寝
が
入

り
策
略
も
功
を
奏
し
、極
め
て
短
期
間
に
崩
さ
れ
た
ら
し
い
。

そ
の
四
ヶ
月
後
、
父
・
顕
如
の
講
和
派
と
対
立
し
て
最
後
ま

で
籠
城
を
続
け
た
教
如
は
大
坂
本
願
寺
に
火
を
放
ち
、
こ
こ

に
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
い
た
中
世
本
願
寺
ネ
ッ
ト
は
終
焉

を
迎
え
た
。

英
賀
の
解
体
と
戦
後
処
理

英
賀
の
解
体
と
戦
後
処
理

英
賀
の
解
体
と
戦
後
処
理

英
賀
の
解
体
と
戦
後
処
理

英
賀
の
解
体
と
戦
後
処
理

秀
吉
の
一
向
宗
に
対
す
る
処
置
は
信
長
と
異
な
り
、
懐
柔

に
近
い
も
の
が
あ
つ
た
。
英
賀
の
武
装
解
除
の
後
、
秀
吉
は

直
ち
に
「
英
賀
御
堂
」
に
入
り
、
安
堵
の
意
向
を
表
明
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
徳
寺
主
顕
妙
尼
（
顕
如
妹
）
の
意
向

を
も
っ
て
寺
侍
・
加
古
淨
秀
や
聖
安
寺
・
祐
教
な
ど
の
重
臣

の
的
確
な
対
応
に
よ
り
「
英
賀
御
堂
」
の
消
滅
は
免
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
五
八
〇
年
九
月
に
は
羽
柴
藤
吉
郎
の

名
で
「
英
賀
道
場
」
宛
て
に
安
堵
の
判
物
（
寺
領
寄
進
）
が

出
さ
れ
、
二
年
後
に
、
寺
院
だ
け
が
亀
山
に
移
さ
れ
た
。
こ

の
と
き
に
建
造
物
が
移
築
さ
れ
た
か
定
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
秀
吉
は
、
英
賀
の
自
治
都
市
と
し
て
の
存
続
を

許
さ
ず
、
替
わ
っ
て
城
下
町
姫
路
を
立
ち
上
げ
た
。
残
留
し

た
英
賀
の
門
徒
の
多
く
は
城
下
龍
野
町
に
移
さ
れ
、
土
地
持

ち
と
な
っ
て
土
地
に
固
定
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
さ
ら
に
、

英
賀
の
既
得
権
益
を
認
め
、
楽
市
・
楽
座
す
ら
許
可
し
て
い

る
。
一
方
で
、
厳
格
な
検
地
に
よ
っ
て
、
土
地
の
所
有
を
明

確
化
し
、
租
税
制
の
整
備
を
お
こ
な
っ
た
。
半
農
半
兵
で

あ
っ
た
門
徒
か
ら
武
器
を
接
収
し
て
、
兵
農
分
離
を
徹
底
し

た
。こ

れ
ら
一
連
の
処
置
は
、
寺
内
町
の
も
つ
、
寺
と
門
徒
が

一
体
化
し
た
運
命
共
同
体
と
し
て
の
自
治
都
市
構
造
を
解
体

し
、同
時
に
門
徒
の
持
つ
生
産
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
余

剰
生
産
物
の
一
元
的
収

奪
を
め
ざ
す
近
世
封
建

体
制
へ
の
移
行
を
速
や

か
に
行
う
効
果
的
な
方

法
で
あ
っ
た
と
云
え

る
。こ

の
播
州
に
お
け
る

戦
後
処
理
を
モ
デ
ル

に
、
大
坂
本
願
寺
の
解

体
が
す
す
め
ら
れ
、
大

坂
寺
内
町
は
大
坂
城
下

町
へ
と
変
貌
し
た
。
一

五
九
二
年
に
は
本
願
寺

だ
け
を
大
坂
か
ら
切
り

抜
き
、
京
都
七
条
堀
川

に
安
堵
さ
れ
た
。
今
に

続
く
京
都
本
願
寺
の
始

秀吉の英賀道場（英賀本徳寺）宛の判物・亀山本徳寺蔵

木津川口の海戦の予想図
中央に見えるのが信長の鋼装船で大砲を備えて一向の水
軍を撃破している。一向の主力村上水軍は隊列を組んだ
小型の安宅船を巧みに操りながら敵船に炮烙玉を投げつ
けて撃破する戦法を得意としていた。
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ま
り
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、京

都
の
町
衆
は

法
華
宗
の
衆

徒
が
大
半
を

し
め
て
い
た
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

お
わ
り
に

お
わ
り
に

お
わ
り
に

亀
山
本
徳

寺
に
は
今
も

「
英
賀
御
堂
」

の
法
物
類
や

遺
産
が
保
存

さ
れ
て
い
る
。

太
鼓
楼
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、町
の
出
入
口
に
櫓
を
組

み
武
器
庫
を
兼
ね
た
見
張
台
で
あ
る
。最
上
階
に
は
大
太

鼓
を
備
え
敵
の
攻
撃
を
町
衆
に
知
ら
せ
た
ら
し
い
。
近

年
、
寺
の
蔵
か
ら
三
木
氏
寄
進
の
「
英
賀
御
堂
」
の
降
棟

飾
瓦
が
発
見
さ
れ
、
今
の
瓦
師
を
う
な
ら
せ
た
。(

２
ペ
ー

ジ
飾
瓦
写
真
参
照)

英
賀
に
は
瓦
職
人
も
多
数
あ
っ
て
、
一

般
に
敷
か
れ
る
桟
瓦
は
彼
ら
の
発
明
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
三
木
氏
寄
進
の
梵
鍾
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
寺
内
町
の
開
発
・
維
持
に
あ
た
っ
て
、
武
具
・

造
船
・
土
木
・
建
築
を
下
支
え
し
た
の
は
各
種
製
造
や
流

通
に
携
わ
る
人
々
の
存
在
で
あ
っ
た
。彼
ら
の
生
産
技
術

や
商
業
技
術
は
、近
世
の
城
下
町
に
生
か
さ
れ
た
に
違
い

な
い
。中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
日
本
の
人
口

は
一
千
万
か
ら
三
千
万
に
急
増
す
る
が
、そ
の
背
景
と
な

る
生
産
力
の
向
上
は
、
一
向
衆
の
も
つ
技
術
の
開
発
・
改

善
が
多
く
寄
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
事
に
、
キ
リ

ス
ト
教
宣
教
師
の
活
躍
が
あ
る
。信
長
は
西
洋
に
対
す
る

好
奇
心
と
南
蛮
貿
易
に
目
を
付
け
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
・
伝

道
を
容
認
し
た
。彼
ら
は
毛
利
氏
の
海
上
封
鎖
さ
れ
た
瀬
戸
内

海
を
往
来
し
、
敵
対
す
る
本
願
寺
に
重
大
な
関
心
を
示
し
て
、

そ
の
勢
力
の
巨
大
さ
を
派
遣
国
に
報
告
し
て
い
る
。後
継
の
秀

吉
も
個
人
の
信
仰
に
は
不
干
渉
で
あ
っ
た
た
め
、本
願
寺
の
解

体
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
信
者
は
激
増
し
、一
六
一
〇
年
ご
ろ

に
は
七
十
万
人
を
超
え
る
国
内
最
大
の
宗
教
セ
ク
ト
と
な
っ

た
。
後
に
、
危
機
を
感
じ
た
為
政
者
の
禁
教
令
の
発
動
を
促
す

こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
新
都
市
姫
路
を
誘
致
し
た
、
秀

吉
の
懐
刀
、
黒
田
孝
高
（
官
兵
衛
）
は
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
そ
の
洗
礼
名
を
ド
ン
・
シ
メ
オ
ン
と
い
う
。
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き
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と
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が
き

あ
と
が
き

こ
の
小
論
は
、
著
者
が
「
御
坊
さ
ん
」
平
成
一
八
年
号
に

掲
載
す
る
に
あ
た
りBonCul

　
バ
ン
カ
ル
　NO.60 2006

年

夏
号
（
季
刊
）
発
行
所
　
（
財
）
姫
路
市
文
化
振
興
財
団

　
発
売
　
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
「
英
賀
御
堂
と

亀
山
本
徳
寺
」PP40-46

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
再
編
集
し

た
も
の
で
あ
る
。

播
州
の
浄
土
真
宗
の
歴
史
は
十
分
に
発
掘
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
し
か
も
、
多
く
は
江
戸
時
代
に
着
色
さ
れ

た
理
解
が
定
説
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

寺
や
門
徒
の
概
念
も
中
世
と
近
代
で
は
隔
絶
の
差
違
が
あ

る
。
現
在
の
寺
の
常
識
は
中
世
の
非
常
識
と
言
っ
て
よ

い
。
従
っ
て
、
寺
や
門
徒
が
現
在
の
成
り
立
ち
の
ま
ま
過

去
に
遡
及
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
中
世
に
誕
生
し

た
伝
統
宗
門
も
、
近
世
・
近
代
と
時
代
を
経
て
変
化
し
、

戦
後
は
時
代
社
会
と
の
整
合
性
を
維
持
す
る
た
め
に
組
合

組
織
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
運
命
共
同
体
と
し
て
の
寺
と

門
徒
も
、
近
世
に
は
分
離
さ
れ
、
寺
檀
制
度
の
も
と
に
檀

家
寺
と
檀
徒
に
変
貌
し
、
近
代
以
降
現
代
に
至
っ
て
は
顧

客
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
未
だ
地
方

都
市
に
は
か
つ
て
の
真
宗
の
原
型
が
残
っ
て
い
て
そ
の
風

情
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
徳
寺
な
ど
は
そ
の
よ
う
な

寺
の
一
つ
で
あ
る
。

石山本願寺跡に建設した秀吉の大阪城の再現模型石山本願寺跡に建設した秀吉の大阪城の再現模型石山本願寺跡に建設した秀吉の大阪城の再現模型石山本願寺跡に建設した秀吉の大阪城の再現模型石山本願寺跡に建設した秀吉の大阪城の再現模型
寺内町の基本的構造を生かし、一向宗のもつ都市建築
の技術も動員されたと推測される。

亀山本徳寺に残る太鼓楼亀山本徳寺に残る太鼓楼亀山本徳寺に残る太鼓楼亀山本徳寺に残る太鼓楼亀山本徳寺に残る太鼓楼
英賀時代、ここから敵対勢力の攻撃をいち早く捕ら
え、寺内に太鼓を連呼して防衛の体制をとった。
寺内町英賀の木戸口に置かれた櫓が発展したものと
考えられている。城の天守に似ているが、寺内町
の要素が城下町でさらに洗練されたものになった。
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◆
十
八
年
度

十
八
年
度

十
八
年
度

十
八
年
度

十
八
年
度
墓
地
墓
地
墓
地
墓
地
墓
地
公
益
管
理
費
納
入
の
ご
案
内

公
益
管
理
費
納
入
の
ご
案
内

公
益
管
理
費
納
入
の
ご
案
内

公
益
管
理
費
納
入
の
ご
案
内

公
益
管
理
費
納
入
の
ご
案
内

平
成
十
七
年
度
の
墓
地
管
理
業
務
が
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
度
も
同
様
に
墓
地
内
の
公
共
地
の
維
持
管

理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
例
年
同

様
、
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
お

振
り
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◆
住
所
を
移
転
さ
れ
た
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

住
所
を
移
転
さ
れ
た
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

住
所
を
移
転
さ
れ
た
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

住
所
を
移
転
さ
れ
た
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

住
所
を
移
転
さ
れ
た
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

昨
年
度
の
納
入
率
は
92
％
（1659/1798

）
で
し
た
。
未

納
者
の
大
半
は
転
居
先
不
明
で
す
。
転
居
さ
れ
る
場
合
は

必
ず
亀
山
本
徳
寺
墓
地
管
理
部
（0792-35-0242

）
に
転

居
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
管
理

料
を
５
年
間
滞
納
さ
れ
る
と
、
無
縁
墓
の
リ
ス
ト
に
入
り

永
代
使
用
の
権
利
を
失
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

◆
使
用
名
儀
者
が
死
亡
の
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

使
用
名
儀
者
が
死
亡
の
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

使
用
名
儀
者
が
死
亡
の
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

使
用
名
儀
者
が
死
亡
の
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

使
用
名
儀
者
が
死
亡
の
場
合
は
至
急
届
け
て
下
さ
い

亡
く
な
ら
れ
た
方
が
墓
地
の
使
用
名
義
者
で
あ
る
場
合

出
来
る
だ
け
は
や
く
名
義
の
書
き
換
え
を
し
て
下
さ
い
。

無
縁
墓
を
出
さ
な
い
為
に
ご
協
力
下
さ
い
。
継
承
の
申
請

に
基
づ
い
て
新
た
に
墓
籍
台
帳
を
作
成
し
、
墓
地
使
用
許

可
証
を
発
送
し
ま
す
。
こ
の
許
可
証
は
、
墓
地
の
使
用
権

を
証
明
す
る
唯
一
の
も
の
で
す
。
大
切
に
保
管
下
さ
い
。

◆
墓
地
内
の
工
事
は
必
ず
指
定
店
に

墓
地
内
の
工
事
は
必
ず
指
定
店
に

墓
地
内
の
工
事
は
必
ず
指
定
店
に

墓
地
内
の
工
事
は
必
ず
指
定
店
に

墓
地
内
の
工
事
は
必
ず
指
定
店
に
限
ら
れ
て
い
ま
す

限
ら
れ
て
い
ま
す

限
ら
れ
て
い
ま
す

限
ら
れ
て
い
ま
す

限
ら
れ
て
い
ま
す

墓
石
の
工
事
を
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
指
定
石
材
店
で

施
工
し
て
下
さ
い
。
他
の
業
者
が
指
定
店
で
あ
る
か
の
よ

う
に
見
せ
か
け
て
施
工
を
請
負
い
、
発
注
者
に
大
層
迷
惑

が
か
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
工
事
の
届
け
は
指
定
石
材
店
が
代
行

し
ま
す
。
墓
地
の
拡
張
に
は
別
途
永
代
使
用
料
が
必
要
で

す
の
で
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

◆
整
備
工
事
に
つ
い
て
の
報
告

整
備
工
事
に
つ
い
て
の
報
告

整
備
工
事
に
つ
い
て
の
報
告

整
備
工
事
に
つ
い
て
の
報
告

整
備
工
事
に
つ
い
て
の
報
告

①
近
年
の
集
中
豪
雨
に
備
え
て
、
既
に
劣
化
し
て
排
水

能
力
の
低
下
し
て
い
た
新
規
墓
地
の
排
水
パ
イ
プ
を
全
域

に
わ
た
っ
て
す
べ
て
取
り
替
え
、
砂
利
を
補
填
し
ま
し

た
。②

参
道
の
中
門
の
両
脇
に
あ
る
石
灯
籠
が
傾
き
危
険
な

状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
門
の
柱
を
修
理
し
灯
籠
を
組

直
し
て
傾
き
を
な
く
し
ま
し
た
。
墓
参
の
通
路
に
あ
た
り

(株)石隆 今宿 1794 93-1483
(有)石屋大吉 広畑区才 853-1 39-3478
(株)大川石材 四郷町山脇 83 52-0345
柏崎石材店 飾磨区御幸 68 35-2087
木村石材店 飾磨区山崎 190-2 36-2257
伸陽造園石材(株) 飾磨区今在家 1066-10 34-5120
高野石材店 飾磨区妻鹿 788 45-1213
八田石材(株) 網干区大江島古川町 120 73-3538
播州石材(株) 大津区恵美酒町 2-81 37-0900
兵庫石材店 青山 3-13-5 66-7084
平野屋石材 今宿 1828-1 94-2988
松原石材 飾磨区須加 296-5 35-1583
毛利石材 白浜町乙 35-1 46-0276
森石材 博労町 74 92-2694
和田石材工芸 南条 1-39 81-6878
１１７プラザ・墓石部宮西町 3-15 24-0117

廟
所
墓
地
管
理
部
か
ら
の
お
願
い

本徳寺廟所墓地指定石材店

（
本
徳
寺
廟
所
墓
地
管
理
部
）

◆
個
人
の
お
墓
に
納
骨
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

個
人
の
お
墓
に
納
骨
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

個
人
の
お
墓
に
納
骨
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

個
人
の
お
墓
に
納
骨
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

個
人
の
お
墓
に
納
骨
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

埋
葬
届
け
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

埋
葬
届
け
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

埋
葬
届
け
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

埋
葬
届
け
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

埋
葬
届
け
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

近
年
、
ご
使
用
の
墓
地
に
納
骨
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
廟
所
管
理
者
の
確
認
の
な
い
ま
ま
納
骨

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
埋
葬

の
届
け
は
、
国
の
『
埋
葬
に
関
す
る
法
律
』
で

提
出
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
定
の
埋
葬
届

に
ご
記
入
頂
き
、
必
ず
廟
所
管
理
者
に
お
渡
し

下
さ
い
。
管
理
部
で
は
埋
葬
記
録
を
五
年
間
保

管
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
埋
葬
記
録
が

な
い
と
改
葬
許
可
の
際
に
被
埋
葬
者
の
確
認
が

管
理
部
で
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
、
法
制
上

の
手
続
き
が
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

③
墓
域
内
十
一
箇
所
の
照
明
灯
や
配
電
盤
、

鉄
製
階
段
や
高
架
橋
の
塗
料
が
剥
げ
て
さ
び
が

出
て
い
ま
し
た
。
す
べ
て
下
塗
か
ら
仕
上
げ
て

防
錆
を
施
し
ま
し
た
。

④
「
い
地
区
」
上
部
の
崩
れ
た
石
垣
を
積
み

直
し
ま
し
た
。

従
っ
て
、
個
人
の
お
墓
に
納
骨
さ
れ
る
時
は
、
ご
面
倒

で
も
埋
葬
届
け
を
廟
所
管
理
者
（
箱
本
）
に
提
出
し
て

下
さ
い
。
用
紙
は
廟
所
に
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い

致
し
ま
す
。

これが埋葬届けです。廟所管理部
または亀山本徳寺墓地管理部にあ
りますので個人使用のお墓に納骨
する際には提出してください。

①
新
規
墓
地
全
域
排
水
工
事

②
参
道
中
門
前
石
灯
籠
積
直

③
墓
地
全
域
鉄
製
構
造
物

　
塗
装
塗
り
替
え

④
「
い
地
区
」
石
垣
積
み
直
し


